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氏  名：上田 瑛美 

 

論  文  名： Five-Year  Incidence of  Myopic Maculopathy in  a  General  Japanese Populat ion 

     The Hisayama Study 

     （わが国の地域一般住民における近視性黄斑症の 5 年発症率：久山町研究） 

 

区  分：甲 

 

 

論  文 内 容 の 要 旨 

 

目 的 ： わ が 国 の 地 域 一 般 住 民 に お い て 、 近 視 性 黄 斑 症 の 発 症 率 と そ の 危 険 因

子 を 検 討 す る こ と 。  

研 究 デ ザ イ ン と 対 象 者 ： 日 本 の 久 山 町 で の 一 般 住 民 に お け る 前 向 き コ ホ ー ト

研 究 。201 2 年 に 久 山 町 眼 科 健 診 を 受 診 し 、近 視 性 黄 斑 症 既 発 症 者 を 除 外 し た

40 歳 以 上 の 住 民 の う ち 、 201 7 年 に 追 跡 健 診 を 受 診 し た 2,1 6 4 名 を 最 終 研 究

対 象 者 と し た 。  

主 要 ア ウ ト カ ム と 方 法 ： 近 視 性 黄 斑 症 の 発 症 。 近 視 性 黄 斑 症 の 程 度 は 、

Met a - a n a l y s i s  o f  p a t h o l o g i c  m y o p i a  s t u d y  g r o u p  c l a s s i f i c a t i o n  s y s t e m

の 基 準 に 基 づ い て 分 類 し た 。  

結 果：研 究 対 象 者 の 平 均 年 齢 は 62. 4 歳（ 標 準 偏 差 10 . 9）、男 性 の 割 合 は 42. 5 %

（ 92 0 人 ） で あ っ た 。 201 2 年 か ら 201 7 年 の 追 跡 期 間 中 に 24 人 が 近 視 性 黄 斑

症 を 発 症 し た 。 近 視 性 黄 斑 症 の 5 年 累 積 発 症 率 は 全 体 で 1.1 %（ 95 %信 頼 区 間

0. 6 - 1 . 5） 、 男 性 で 1. 4 %（ 95 %信 頼 区 間 0. 6 - 2 . 2） 、 女 性 で 0.9 %（ 95 %信 頼 区

間 0. 4 - 1 . 4） で あ っ た 。 ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 に よ る 多 変 量 解 析 で は 加 齢

（ 多 変 量 調 整 後 オ ッ ズ 比  1. 0 6（ 95 %信 頼 区 間 1. 0 1 - 1 . 1 1） ） と 眼 軸 長 が 長 い

こ と （ 多 変 量 調 整 後 オ ッ ズ 比 2.9 4（ 95 %信 頼 区 間 2. 1 9 - 3 . 9 5） ） が 近 視 性 黄

斑 症 の 発 症 と 関 連 し た 。  

結 論 ： わ が 国 の 地 域 一 般 住 民 に お い て 、 5 年 の 追 跡 期 間 中 に 24 人（ 1%）が 近

視 性 黄 斑 症 を 発 症 し 、 他 の ア ジ ア 圏 の 既 知 報 告 よ り 高 率 で あ っ た 。 加 齢 と 眼

軸 長 が 長 い こ と が そ れ ぞ れ 近 視 性 黄 斑 症 の 発 症 に 対 す る 独 立 し た 危 険 因 子

で あ っ た 。 今 後 の 世 界 各 国 で の 近 視 性 黄 斑 症 の 発 症 率 お よ び 危 険 因 子 の 研 究

が 待 た れ る 。  

 

 

 

  


